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むかし、 解 衆の 一人に 某と いふ 数寄 者が ありました。 

その 頃の 流行に かぶれて、 大枚の金 子 を 払って 出入り 

の 道具屋から、 雲 山と いふ 肩 衝の茶 入 を 手に入れ まし 

た。 太閤 様 御 秘蔵の 北 野肩衝 も、 徳川家 御 自慢の 初花 

肩衝 も、 よも や これに 見 勝る やうな こと は あるまい と 

思 ふに つけて、 某 は その 頃の 名高い 茶 博士から、 何と 

か 折紙つ きの 歎賞 の 言葉 を 得 て、 雲 山の 誉れと したい 

もの だと 思って ゐ ました。 

機会 は 来ました。 ある 日の こと、 某 は 当時の 大宗 匠 



の 持って ゐる 美しい 点 を 見逃すまい とする 利 休の 平素 

てのひら 

からの 心掛け は、 隠れた 美し さ を 求めて、 幾度 か 掌 面 

の 茶 入 を 見直さし ました。 肩の 張り やうに も 難があり 

ました。 置 形に も批の 打ち どころ が ありました。 一 口 

げんき 

に 言へば 銜 気に 満ちた 作品でした。 

利 休 は 何にも 言 はないで、 静かに その 肩 衝を若 狭 盆 

の 上に 返さう としました。 その 折でした。 利 休が 自分 

に 注がれた 主人の 鋭い 眼 付き を 発見し ましたの は。 そ 

け-つまん 

の 眼に は 驕慢と 押しつけ がまし さとが 光 つて ゐ ました。 

利 休 は その 一 刹那に、 主人の 表情に 茶 入の 心 持 を 見て 

とりました。 茶 入の 表情に 主人の 心 持 を 味 は ひました。 



休の 眼の 前に は、 驕慢と 押しつけ がまし さとで 火の や 

うに 燃えて ゐた その 持主の 顔が 描き出されました。 

「たうとう 割り をった な」 利 休 は 心の なかで さう 思 ひ 

ました。 「大抵の 者なら ば、 割る よりも まづ 売る はう 

を考へ たらう にな」 

利 休 は しづかに 盆の 上から 茶 入 をと りあげました。 

そして 初めて 気付いた ものの やうに 言 ひました。 

「ほう、 これ は いつぞやの 雲 山で ござるな」 見る と 素 

人の 手で へたに 繕 はれた だけに、 茶 入に は 以前の 街 気 

は 跡 方 もな く 消えて ゐ ました。 利 休に は それが 以前の 

はうて き 

持主の 名器に 対する 執着の 抛擲の やうに も 見えました _ 



安知 は 思 ひ あまって、 自分の 茶道の 師範 役で ある 小 

堀 遠 州に 相談 を 持ち かけました。 

遠 州 は 雲 山 を 取り上げて、 仔細に 見直しました。 

「京 極 侯のお 言葉に は、 いかにも もっともな 節が ある。 

さりながら …… 」 

遠 州 は その 瞬間、 

r 利 休が 結構 至 極ぢ や と 言 つた さうな」 

とい ふ 世間の 言伝へ を 思 ひ 出しました。 そして 腑に落 

ちない 節 はありながら、 古い 宗匠の 言 ひ 遺した 言葉 は、 

そのままに 立てて おいた はう が 無難で あると 思 ひまし 

た。 
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